
伊藤宗次 議員

問

町
に
土
地
利
用
計
画
は
あ
っ

て
も
無
き
の
ご
と
く
の
開
発
優

先
の
転
換
を
。

相
見
区
画
整
理
の
地
権
者
の

土
地
活
用
意
向
と
町
の
街
づ
く

り
、
住
宅
政
策
は
。

誘
導
と
規
制
は
不
可
欠
。
そ

の
政
策
は
あ
る
の
か
。

ワ
ン
ル
ー
ム
、
狭
小
住
宅
な

ど
の
入
居
者
の
意
見
聴
取
は
ど

う
し
て
も
必
要
。
実
施
を
。

非
定
住
人
口
増
と
町
財
政
へ

の
影
響
は
。

幸
田
町
を
ど
ん
な
町
に
し
た

い
の
か
。
ど
う
い
う
人
達
に
住

ん
で
ほ
し
い
の
か
。
そ
の
た
め

の
街
づ
く
り
、
住
宅
政
策
は
。

良
好
で
良
質
な
住
環
境
の
街

づ
く
り
こ
そ
原
点
だ
。

答

建
設
部
長

都
市
計
画
の

中
で
将
来
像
や
整
備
方
針
を

明
確
に
し
、
目
標
を
具
体
化

し
て
い
く
。

意
向
調
査
で
の
地
権
者
の

土
地
利
用
を
反
映
さ
せ
、
都

市
構
造
の
理
解
を
求
め
、
新

市
街
地
の
整
備
に
努
め
て
い

く
。

町
長

開
発
指
導
要
綱
の
一
部

見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
。

実
態
調
査
の
方
法
を
検
討

し
、
進
め
て
い
く
。

総
務
部
長

住
民
票
の
有
無
や

所
得
で
影
響
が
で
て
く
る
。

町
長

「
住
み
た
く
な
る
ま
ち

幸
田
」
の
実
現
に
努
力
し
、

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思

え
る
３
駅
プ
ラ
ス
ワ
ン
※
の

都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め
て

い
く
。

※
３
駅
プ
ラ
ス
ワ
ン
と
は

幸
田
駅
三
ケ
根
駅
（
仮
称
）

相
見
駅
と
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・
ヒ

ル
・
幸
田

徴
税
猶
予
と

分
納
の
法
を

生
か
せ

問

地
方
税
法
で
定
め
る
「
徴

税
の
猶
予
」
が
、
町
税
条
例
に

な
い
。
な
ぜ
定
め
ぬ
。

徴
税
の
猶
予
申
請
は
税
条
例

に
な
く
て
も
受
理
の
義
務
が
あ

る
。
受
理
す
る
か
。

分
納
は
５
８
９
件
も
あ
る
。

徴
税
の
猶
予
の
分
納
扱
い
す
れ

ば
、
延
滞
税
は
減
免
で
き
る
。

法
を
生
か
し
て
住
民
の
た
め

に
使
う
か
。
生
か
さ
ず
住
民
を

苦
し
め
る
か
。
生
か
す
も
殺
す

も
政
治
次
第
だ
。

分
納
と
は
、
納
税
の
意
思
が

あ
る
か
ら
。
そ
の
意
思
を
生
か

し
、
徴
税
の
猶
予
と
分
納
制
度

を
住
民
の
た
め
に
、
生
か
し
て

使
う
。

住
民
負
担
軽
減
の
税
務
行
政

を
。上

位
法
に

基
づ
い
て

進
め
て
い
く

答

総
務
部
長

地
方
税
法
第

１５
条
で
徴
収
の
猶
予
、
国
税

通
則
法
第
４６
条
で
納
税
の
猶

予
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
今

後
も
上
位
法
に
基
づ
い
て
手

続
き
を
進
め
て
い
く
。

猶
予
申
請
が
あ
れ
ば
個
別

に
対
応
し
て
い
く
。

分
納
者
の
気
持
ち
を
く
み

と
り
、
制
度
の
Ｐ
Ｒ
は
考
え

て
い
き
た
い
。

問

ど
う
い
う
街
に
し
そ
の
住
宅
政
策
は

答

３
駅
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
都
市
基
盤
整
備

問質般一

開発が進むJR沿線
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問

小
規
模
事
業
者
、
商
店
の

育
成
支
援
策
を
問
う
。

�
行
政
資
材
の
調
達
で
町
内

業
者
の
割
合
は
。

�
町
内
業
者
へ
の
発
注
が
低

い
理
由
は
。

商
工
会
と
連
携
し
た
次
の
施

策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

�
７０
歳
以
上
高
齢
者
買
物
優

待
券
の
発
行
。

�
産
業
振
興
券
の
発
行
。

�
「
ツ
バ
キ
ス
タ
ン
プ
」
の

見
直
し
は
。

答

総
務
部
長

�
平
成
１９

年
度
、
物
品
の
入
札
は
５０
件

で
、
う
ち
１３
件
が
町
内
業
者

で
あ
る
。

�
町
内
に
な
い
楽
器
、
防
災

無
線
な
ど
高
額
な
物
品
で
あ

る
。

環
境
経
済
部
長

�
財
政
的

に
大
き
な
負
担
に
な
る
の
で
、

商
工
会
と
の
協
議
を
重
ね
て

考
案
し
て
い
く
。

�
地
域
通
貨
と
し
て
実
施
し

て
い
る
例
が
あ
る
の
で
、
議

論
は
積
極
的
に
考
え
て
い
く
。

�
ス
タ
ン
プ
化
を
商
工
会
と

検
討
し
て
い
る
。

敬
老
会
へ
の

補
助
金
増
額
を

問

高
齢
者
に
対
す
る
感
謝
と

日
ご
ろ
の
地
域
貢
献
に
対
す
る

報
奨
制
度
を
問
う
。

�
地
域
の
敬
老
会
事
業
へ
の

補
助
金
増
額
は
。

�
年
齢
に
応
じ
た
個
人
へ
の

祝
い
金
増
額
は
。

�
今
後
の
方
針
は
。

増
額
は

考
え
て
い
な
い

答

健
康
福
祉
部
長

�
平

成
１９
年
度
に
倍
に
し
た
経
過

が
あ
る
。
２０
年
度
も
同
じ
基

準
で
増
額
は
考
え
て
い
な
い
。

�
い
ろ
い
ろ
議
論
も
あ
る
と

承
知
し
て
い
る
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
は
、
考
え
て
い
な
い
。

�
高
齢
者
福
祉
事
業
全
体
を

判
断
、
理
解
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

問 高齢者買物優待券の発行を

答 財政的に無理である

問質般一

大嶽 弘 議員

ツバキスタンプ会の加盟店
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問

子
育
て
支
援
対
策
と
し
て

以
下
を
問
う
。

�
妊
婦
健
診
は
、
母
体
と
胎

児
の
状
態
を
把
握
す
る
大
事

な
健
診
で
あ
る
。

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
の
た
め
に
、
妊
婦

健
診
の
１４
回
完
全
無
料
化
を
。

�
１８
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い

る
家
庭
、
妊
婦
の
人
に
「
は

ぐ
み
ん
カ
ー
ド
」
を
配
付
し

こ
の
カ
ー
ド
を
協
賛
店
舗
に

提
示
す
る
こ
と
で
、
商
品
の

割
引
な
ど
特
典
が
受
け
ら
れ

る
「
子
育
て
家
庭
優
待
事

業
」
の
推
進
を
。

�
乳
幼
児
健
診
時
に
絵
本
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
。

答

町
長

�
１４
回
の
無
料

化
に
つ
い
て
は
明
言
で
き
な

い
が
、
来
年
度
か
ら
１０
回
以

上
を
無
料
化
す
る
。

健
康
福
祉
部
長

�
今
年
度

末
か
来
年
早
々
に
は
取
り
組

み
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
は

ぐ
み
ん
カ
ー
ド
は
、
幸
田
町

の
協
力
店
舗
で
な
く
て
も
愛

知
県
下
の
登
録
店
で
は
、
ど

こ
で
も
使
え
る
も
の
で
あ
り
、

商
工
会
の
協
力
を
得
て
進
め

る
。

�
本
を
全
員
に
一
律
配
布
す

る
こ
と
に
は
、
若
干
疑
問
を

感
じ
る
。
有
効
に
活
用
さ
れ

る
機
会
・
材
料
に
な
る
か
検

討
し
取
り
組
み
た
い
。

子
ど
も
の

読
書
活
動
推
進

計
画
を

問

次
世
代
を
担
う
心
豊
か
な

子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た
め

に
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

自
主
的
に
読
書
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
。

本
町
に
お
け
る
子
ど
も
の
読

書
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
家

庭
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な

る
必
要
が
あ
る
。
基
本
的
な
方

向
と
具
体
的
な
施
策
を
明
ら
か

に
し
、
様
々
な
施
策
を
総
合
的

に
取
り
組
む
た
め
に
、「
子
ど

も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の

策
定
を
す
べ
き
で
あ
る
。

県
内
の
策
定
状
況
は
。

策
定
に
向
け

検
討
に
入
る

答

教
育
部
長

県
下
６１
市

町
村
で
、
２１
が
策
定
済
み
。

３４
％
の
策
定
率
で
あ
る
。

国
の
策
定
目
標
は
、
５０
％

で
あ
り
、
未
達
成
の
状
況
で

あ
る
。

国
が
定
め
る
読
書
に
親
し

む
機
会
の
提
供
、
図
書
館
資

料
の
整
備
充
実
な
ど
、
学

校
・
図
書
館
の
連
携
協
力
、

社
会
的
気
運
情
勢
の
普
及
啓

発
の
４
本
柱
に
従
い
、
本
町

も
検
討
に
入
っ
て
い
き
た
い
。

問

妊
婦
健
診
の
１４
回
完
全
無
料
化
を

答

来
年
度
か
ら
１０
回
以
上
を
無
料
化

問質般一

保健センターでの健診

水野千代子 議員

見本
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問

今
後
、
大
量
の
シ
ニ
ア
世

代
が
定
年
退
職
し
地
域
に
帰
っ

て
く
る
。
地
域
で
生
き
生
き
と

暮
ら
し
て
い
く
た
め
、
生
き
が

い
対
策
は
行
政
の
大
き
な
課
題

だ
。
以
下
を
問
う
。

�
団
塊
の
世
代
の
各
年
齢
別

人
数
は
。

�
「
シ
ニ
ア
の
生
き
が
い
」

に
関
す
る
相
談
の
窓
口
対
応

の
考
え
は
。

�
「
シ
ニ
ア
活
動
セ
ン

タ
ー
」
機
関
の
新
設
を
。

�
６０
歳
に
な
る
年
の
対
象
者

に
「
シ
ル
バ
ー
ス
ク
ー
ル
拡

大
版
」
の
催
し
を
。

�
農
地
と
農
作
業
を
提
供
す

る
「
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
制
度
」
事
業
化
の
考
え
は
。

答

健
康
福
祉
部
長

�
昭

和
２２
年
５
８
２
人
、
２３
年
６

１
７
人
、
２４
年
生
ま
れ
は
、

５
８
８
人
で
あ
る
。

教
育
部
長

�
開
設
ニ
ー
ズ

が
多
く
な
れ
ば
、
生
涯
学
習

事
業
の
一
つ
と
し
て
取
り
組

み
た
い
。

�
有
効
な
手
段
と
考
え
る
が

現
時
点
で
の
計
画
は
な
い
。

�
参
考
に
し
な
が
ら
、
幸
田

町
に
合
っ
た
事
業
展
開
を
考

え
て
い
き
た
い
。

環
境
経
済
部
長

�
行
政
規

模
が
小
さ
い
た
め
難
し
い
。

趣
味
的
農
業
は
、
農
業
ふ
れ

あ
い
講
座
、
Ｊ
Ａ
農
業
塾
を

開
設
し
て
い
る
。

シ
ル
バ
ー
事
業

支
援
の
考
え
は

問

元
気
な
シ
ニ
ア
世
代
の
活

用
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間

開
放
・
経
費
削
減
に
大
き
な
力

と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

以
下
を
問
う
。

�
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」
の
会
員
数
と
推
移
は
。

�
セ
ン
タ
ー
の
年
間
受
注
件

数
、
契
約
額
と
町
か
ら
の
発

注
は
、
事
業
収
入
の
何
％
か
。

�
シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク
の

進
捗
状
況
は
。

�
知
恵
と
工
夫
で
新
規
雇
用

開
拓
を
進
め
る
べ
き
だ
。

�
今
後
の
行
政
の
係
わ
り
、

支
援
の
考
え
方
は
。

人
材
育
成
、

組
織
運
営
の

支
援
を
し
た
い

答

健
康
福
祉
部
長

�
会

員
数
は
３
４
５
人
で
、
５
年

間
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。

�
年
間
で
４
６
０
件
、
９
７

２
０
万
円
で
あ
る
。
割
合
は
、

件
数
２６
％
、
金
額
５３
％
で
あ

る
。

�
平
成
１９
年
度
に
嘱
託
職
員

１
人
を
採
用
し
た
。

新
規
開
拓
に
１
２
０
ヵ
所

の
事
業
所
を
回
る
が
、
効
果

は
な
か
っ
た
。

�
現
職
員
の
人
材
育
成
お
よ

び
組
織
の
運
営
を
支
援
し
て

い
き
た
い
。

�
組
織
の
体
制
充
実
を
は
か

り
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
参
加

で
き
る
条
件
を
つ
く
り
上
げ

て
い
く
。

問 シニア世代対策は待ったなし

答 ニーズをみて取り組む

問質般一

酒向弘康 議員

活躍するシニア世代
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問

景
気
に
陰
り
が
見
え
、
地

方
分
権
が
叫
ば
れ
る
中
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
が
必
要
。

そ
の
た
め
に
、
借
地
の
解
消

と
遊
休
地
の
有
効
利
用
を
提
言

す
る
。

借
地
は
「
元
本
の
減
ら
な
い

高
利
な
借
金
だ
」。
少
し
で
も

借
地
解
消
に
努
力
す
べ
き
だ
。

遊
休
地
の
有
効
利
用
は
、
不

用
地
の
処
分
に
よ
る
維
持
管
理

費
の
節
約
、
売
却
に
よ
る
収
益

な
ど
、
自
主
財
源
確
保
と
固
定

資
産
税
の
増
収
を
生
み
出
す
。

ぜ
ひ
実
施
す
べ
き
だ
。

�
借
地
を
減
ら
す
具
体
策
を
。

�
売
却
可
能
地
は
ど
の
よ
う

な
方
法
で
お
こ
な
う
か
。

答

町
長

�
借
地
は
１５
万

６
３
８
４
㎡
、
借
地
料
は
年

間
約
５
５
７
４
万
円
で
あ
る
。

町
民
会
館
、
学
校
、
保
育

園
な
ど
の
借
地
解
消
は
最
優

先
の
課
題
と
し
て
い
る
。

各
所
管
に
て
購
入
、
替
地

の
斡
旋
な
ど
交
渉
努
力
を
続

け
、
場
所
に
よ
っ
て
は
返
却

も
考
え
て
い
る
。

�
遊
休
地
は
３
万
３
０
０
０

㎡
で
あ
る
。

売
却
可
能
な
土
地
は
、
随

意
契
約
や
競
売
な
ど
で
処
分

を
し
て
い
き
た
い
。

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
Ｐ
Ｒ
し
て
、
早
い
時
期

に
処
分
を
考
え
た
い
。

公
共
施
設
の

休
館
日
の

見
直
し
を

問

運
動
会
、
学
習
発
表
会
な

ど
土
、
日
に
お
こ
な
わ
れ
る
学

校
行
事
の
後
は
、
必
ず
月
曜
日

が
振
り
替
え
休
日
と
な
る
。

学
校
が
振
り
替
え
休
み
を
取

る
こ
と
に
何
の
異
論
は
な
い
が
、

共
働
き
の
若
い
家
庭
か
ら
の
願

い
で
あ
る
「
月
曜
日
は
図
書
館
、

プ
ー
ル
、
児
童
館
な
ど
公
共
機

関
の
休
館
日
と
重
な
り
、
子
ど

も
た
ち
を
気
楽
に
遊
ば
せ
て
や

る
場
所
が
な
い
。
何
と
か
な
ら

な
い
か
。」
の
声
が
出
て
い
る
。

公
共
機
関
の
休
館
日
を
「
週

の
中
日
」
に
変
更
で
き
な
い
か
。

子
育
て
支
援
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
検
討
で
き
な
い
か
。

児
童
館
は

柔
軟
に

対
応
し
た
い

答

教
育
部
長

公
共
施
設
の

休
館
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
施
設

の
管
理
規
則
で
定
め
て
い
る
。

図
書
館
、
プ
ー
ル
な
ど
は
、

休
館
日
を
火
曜
日
以
降
に
す

る
こ
と
の
課
題
を
検
証
し
、

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
ク
リ
ア

で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
。

健
康
福
祉
部
長

児
童
館
は
柔

軟
に
対
応
を
し
た
い
。

問

持
続
可
能
な
財
政
運
営
へ
の
努
力
を

答

売
却
可
能
な
土
地
は
処
分
し
て
い
く

問質般一

有効利用が待たれる

鈴木三津男 議員
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問

雇
用
促
進
住
宅
は
、
低
所

得
者
の
住
宅
確
保
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
国
は
、
規
制
改
革
、

民
間
解
放
の
推
進
で
、
平
成
３３

年
度
ま
で
の
で
き
る
だ
け
早
期

に
全
廃
す
る
こ
と
を
決
め
、
今

年
突
然
に
７
８
４
ヵ
所
、
追
い

出
そ
う
と
し
て
い
る
。

幸
田
宿
舎
は
今
回
、
廃
止
対

象
と
な
ら
な
か
っ
た
が
、
雇

用
・
能
力
開
発
機
構
か
ら
幸
田

町
に
対
し
「
買
い
取
り
」
の
打

診
が
さ
れ
て
い
る
。

入
居
者
の
声
を
聞
き
、
現
状

を
把
握
す
べ
き
だ
が
対
応
し
て

い
る
か
。

入
居
者
の
居
住
権
を
守
る
立

場
を
つ
ら
ぬ
か
れ
た
い
。

答

町
長

平
成
２３
年
ま
で
に

廃
止
、
総
戸
数
１
５
３
２
住

宅
の
う
ち
半
分
ぐ
ら
い
し
か
、

処
分
の
見
通
し
が
立
っ
て
い

な
い
。
そ
れ
ほ
ど
住
宅
問
題

は
難
し
い
。

環
境
経
済
部
長

８
月
の
時
点

で
、
１０
月
を
め
ど
に
譲
渡
に

関
す
る
４
回
目
の
回
答
を
求

め
ら
れ
て
い
る
。

聞
き
取
り
調
査
、
要
望
は

方
針
が
確
定
す
る
ま
で
考
え

て
い
な
い
。

町
長

移
転
を
含
め
、
居
住
の

保
障
は
、
当
然
で
あ
り
努
力

し
て
い
く
。

住
民
の
健
康
を

守
っ
て

問

こ
れ
ま
で
老
人
保
健
法
に

基
づ
き
、
個
別
疾
患
の
早
期
発

見
・
治
療
の
た
め
に
住
民
健
診

が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。

４
月
か
ら
特
定
健
診
が
、
保

険
者
責
任
と
し
て
義
務
づ
け
ら

れ
、
４０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
を
対

象
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
を

重
視
し
た
健
診
に
か
わ
っ
た
。

こ
れ
で
は
、
健
診
か
ら
も
れ

る
対
象
者
の
健
康
が
守
ら
れ
な

い
恐
れ
が
あ
る
。

他
の
健
保
加
入
者
や
家
族
な

ど
今
ま
で
ど
お
り
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
住
民
健
診
を
充

実
さ
せ
、「
健
康
の
町
」
に
ふ

さ
わ
し
い
取
り
組
み
を
。

町
と
保
険
者
で

指
導
す
る

答

健
康
福
祉
部
長

特
定
健

診
は
、
本
年
度
は
従
来
ど
お

り
受
け
付
け
る
。
来
年
度
以

降
は
十
分
調
整
が
と
れ
て
い

な
い
。

４０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
特

定
健
診
は
、
各
保
険
者
が
責

任
を
持
つ
こ
と
が
大
前
提
で

あ
る
。

社
会
保
険
加
入
者
の
家
族

は
、
町
の
特
定
健
診
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

問 雇用促進住宅の居住権確保を

答 居住の保障は努力

問質般一

丸山千代子 議員

雇用促進住宅 幸田宿舎

平成20年11月1日 ●11




